
日 経 メ デ ィ ア デ ー タ
ビ ジ ネ ス の キ ー パ ー ソ ン に 届 く

購 買 力 の あ る 消 費 者 に 伝 わ る



2,611,735
日本経済新聞・電子版購読数合計　 2022年1月

870,189

1,814,373部

日本経済新聞販売部数　 2021年12月　日本ABC協会公査販売部数

購読数·部数

※デジタル購読数とは、日本経済新聞電子版有料会員数に日経産業新聞、日経MJ、日経ヴェリタスの
紙面ビューアー契約数、人事ウオッチとNIKKEI Financialの契約数を加えた数です。

※単位：MAU（Monthly Active User、月に１回以上アプリを利用したユーザー）

本紙朝刊

856,267部

本紙夕刊

797,362
日経電子版有料会員数・紙面ビューアーアプリ利用者数・デジタル購読数

日経電子版有料会員数　 2022年１月１日時点

日本経済新聞社のデジタル購読数　 2022年１月１日時点

301,000
紙面ビューアーアプリ利用者数

日経電子版有料会員限定で、パソコンなどの画面上に紙面イメー
ジをそのまま表示し、新聞を読む感覚で閲覧できる機能です。
日付指定で過去30日間の紙面イメージをご覧いただけます。読者
からも好評で、有料会員の約半数は、紙面ビューアーアプリを利
用しています。

※紙面ビューアーには、地域経済面以外の面は、東京14版の内容が掲載されます。

紙面ビューアーとは

世界最大の発行部数を誇る経済を中心とした総合紙購
読
数·

部
数
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各本支社版販売部数（単位：部）　2021年７～12月平均　日本ABC協会公査 都道府県別販売部数（単位：部）　2021年７～12月平均　日本ABC協会公査

販売エリア・都道府県別販売部数

※日本ABC協会の都道府県部数には即売部数が含まれず、毎月発表の部数と計算方法が異なるため、都道府県部数を合計しても各本支社版の部数と乖離が生じます。
※三重県の一部には大阪本社版が配布されます。　※山口県下関市は西部支社版が配布されます。

大都市圏を中心に全国紙として幅広い読者分布

夕刊
北海道版 -

朝刊 夕刊販売部数 本支社版

北海道

東京

大阪

名古屋

朝刊販売部数

大阪

西部

夕刊販売部数 本支社版朝刊販売部数

東京本社版

名古屋支社版

大阪本社版

西部支社版

32,707 
6,387 
7,122 

22,444 
5,215 
7,907 

14,766 
19,831 
19,161 
26,337 
98,506 

112,018 
430,480 
175,038 

7,713 
22,845 
21,960 
47,515 
20,423 

101,136 
19,128 
10,156 
11,807 

7,567 

17,277 
34,978 
23,958 

151,548 
9,096 

78,920 
19,830 
40,350 

4,450 
4,717 

12,893 
7,955 

10,759 
13,053 

4,613 
57,322 

4,696 
7,962 
8,350 

10,384 
6,317 
9,523 
4,816 
3,482 

4,810 
26,111 
18,757 

118,920 
3,156 

55,055 
- 
- 
- 
- 

597 
- 
- 
- 
- 

24,524 
89 

- 
62 
74 

- 
- 
- 

239 

32,716

1,058,826

139,202

441,455

123,219

560,799

66,368

226,819

25,354

北海道

青森県

岩手県

宮城県

秋田県

山形県

福島県

栃木県

群馬県

茨城県

埼玉県

千葉県

東京都

神奈川県

山梨県

新潟県

長野県

静岡県

岐阜県

愛知県

三重県※

富山県

石川県

福井県

滋賀県

京都府

奈良県

大阪府

和歌山県

兵庫県

岡山県

広島県

鳥取県

島根県

山口県※

徳島県

香川県

愛媛県

高知県

福岡県

佐賀県

長崎県

大分県

熊本県

宮崎県

鹿児島県

沖縄県

海　外

- 
- 
- 

83 
- 
- 
1 

480 
426 

3,884 
40,459 
52,271 

327,540 
116,200 

204 
- 
- 

19,042 
5,321 

55,259 
5,776 

- 
- 
- 
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5大都市圏と中国地方をカバーする
24カ面カラーエリア

約160万部

発行部数

配布されるエリア

北海道
千葉県
岐阜県
京都府
岡山県
福岡県

栃木県
東京都
愛知県
奈良県
広島県
佐賀県

群馬県
神奈川県
三重県
大阪府
鳥取県
長崎県

茨城県
山梨県
福井県※

和歌山県
島根県
大分県

埼玉県
静岡県
滋賀県
兵庫県
山口県
熊本県※

※一部地域
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新潟・沖縄もカバーする
1面・文化面カラーエリア

約162万部

発行部数

配布されるエリア

北海道
埼玉県
山梨県
愛知県
京都府
兵庫県
島根県
長崎県

栃木県
千葉県
新潟県
三重県
奈良県
岡山県
山口県
大分県

群馬県
東京都
静岡県
福井県※

大阪府
広島県
福岡県
熊本県※

茨城県
神奈川県
岐阜県
滋賀県
和歌山県
鳥取県
佐賀県
沖縄県

※一部地域
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経営者をはじめ
ビジネスの中核層が支持しています

基本属性

女性が増加し3割超

男性

67.5

女性

32.5

ビジネスの中核を担う年代が多い

日　経
閲読者 12.0

日本人
全　体

13.7

■29歳以下　■30代　■40代　■50代　■60歳以上
（％）

（％）
20.3 16.3 17.1 25.7

課長クラス以上の役職者が4割強

日　経
閲読者

日本人
全　体

14.7 43.7

■役員・事業部長クラス　■部長・次長クラス　■課長クラス
■課長代理・係長クラス　■一般社員

（％）
8.1 9.3 8.8 69.4

ホワイトカラーの割合が高い

■給料事務・研究職　■経営・管理職　■給料労務・作業職　■販売・サービス職
■専門・自由・商工自営　■主婦　■学生・生徒　■無職・その他

4.4

26.1

20.6

日経の読者の中心はビジネスの中核を担う年齢層。
ホワイトカラー、経営・管理職が大きな割合を占めています。
日経に掲載する広告は、信頼性が高いビジネス情報として読まれます。
企業や商品のブランディングで他のメディアを圧倒する効果を上げます。

【性別】 【年代】

【職業】 【役職（勤め人のうち）】

※J-READ Basic：全国47都道府県の男女12,300人が対象。2020年10月にビデオリサーチが実施

日　経
閲読者

日本人
全　体

15.4 6.2 8.3

16.6 11.4 12.4

4.3

9.8 22.3 9.9 13.3
（％）

5.1 11.1 7.5

21.0 27.2

30.8 15.6 12.7 11.0 17.9
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所得・金融資産が多く
高い購買力があります

基本属性

個人年収800万円以上の割合が平均の3倍強

金融資産1,500万円以上が5割近くを占める 全国紙は日経のみという読者が約8割

世帯年収1,000万円以上が3割強

日経以外の
全国紙を購読

していない

79.2

日経以外の
全国紙も購読

している

20.8

【日経単紙購読率（日経購読者のうち）】

日経以外には全国紙を購読していない
日経単独の購読者は8割近くになりま
す。日経に広告が掲載されないと届か
ない購読者は多くいます。

自宅購読

71.8

その他
（会社などでの

閲読）

28.2

【自宅購読率】

日経読者は自宅で月ぎめで購入して
読むほか、会社などで読む人も多
く、全体の3割近くになります。

（％） （％）

【個人年収】日経閲読者：平均494万円（日本人全体平均285万円）

【世帯金融資産】 日経閲読者：平均2,407万円（日本人全体平均1,425万円）

【世帯年収】 日経閲読者：平均921万円（日本人全体平均694万円）

日　経
閲読者 27.9 19.2 17.8

日本人
全　体

■200万円未満　■200〜400万円未満　■400〜600万円未満　■600〜800万円未満
■800〜1,000万円未満　■1,000〜1,500万円未満　■1,500万円以上

48.5 24.5 13.8 7.6

3.2
（％）

0.5

1.9

日　経
閲読者

日本人
全　体

■200万円未満　■200〜400万円未満　■400〜600万円未満　■600〜800万円未満
■800〜1,000万円未満　■1,000〜1,500万円未満　■1,500万円以上

6.4 18.2 23.0 20.4 15.2 13.0

3.8
（％）

33.7 17.7 19.5 15.0 8.3

3.5

日　経
閲読者

日本人
全　体

■300万円未満　■300〜700万円未満　■700〜1,500万円未満　■1,500〜3,000万円未満
■3,000〜5,000万円未満　■5,000〜8,000万円未満　■8,000万円以上

（％）

※J-READ Basic：全国47都道府県の男女12,300人が対象。2020年10月にビデオリサーチが実施

2.3

日経の読者は高所得で、消費財から耐久財、不動産まで高い購買力を持っています。
金融資産が多く、株式、投資信託など運用商品についての関心も高く、高額商品やこ
だわり商品の広告にはうってつけのメディアといえます。
全国紙は日経だけを購読しているという読者は8割近くになります。

16.4 9.3 6.8

2.6

11.1

1.5

15.1 19.3 21.5 20.6 10.9

17.9 14.7 22.2 17.9 11.9 10.0 5.4
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日本経済新聞は
多メディア時代に
揺るがない信頼を得ています

インターネットが普及して、私たちが接するメディアは爆発的に増えました。
しかし行動の判断材料に使える信頼できる情報を提供しているメディアは多くありません。
日本経済新聞はマクロからミクロまでの経済ニュースを中心とした信頼される報道で、
ビジネスの中核層に高く支持されています。日経の紙面や電子版に掲載する広告は、
BtoCにとどまらずBtoBも内容が広く、深く、伝わります。

※調査対象は従業員30人以上の民間企業に勤務する25～59歳の正社員。日本経済新聞または日経電子版の閲読者（週1回以上読む）500人。
　2017年12月調査。各質問に最もあてはまるものを選んでもらった。

信頼できる

日経

一般紙A

一般紙B

一般紙C

NHKニュースウオッチ

民放ニュース番組A

民放ニュース番組B

民放ニュース番組C

民放ニュース番組D

ニュースサイトA

ニュースサイトB

ニュースサイトC

経済誌A

経済誌B

64.5

3.8

4.8

0.5

14.0

2.0

0.3

2.3

1.8

2.5

0.5

1.0

0.8

1.3
（％）

ステータス性がある

6.9

日経

他の新聞（3 紙計）

テレビ（5 局計）

ニュースサイト（3 社計）

経済誌（2 誌計）

64.4

9.2

15.4

4.2

（％）

ビジネスに役立つ

7.5

日経

他の新聞（3 紙計）

テレビ（5 局計）

ニュースサイト（3 社計）

経済誌（2 誌計）

73.4

7.7

7.3

4.1

（％）

取引先との話題作りになる

4.7

日経

他の新聞（3 紙計）

テレビ（5 局計）

ニュースサイト（3 社計）

経済誌（2 誌計）

63.0

7.4

12.7

12.1

（％）

産業界に影響がある

6.6

日経

他の新聞（3 紙計）

テレビ（5 局計）

ニュースサイト（3 社計）

経済誌（2 誌計）

66.2

7.8

16.3

3.0

（％）
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日本経済新聞は
ビジネスの情報源として
他メディアにない強みがあります

日本経済新聞のビジネスニュースは、「情報量が多い」ことに強みがあります。
他の新聞、テレビのニュース番組、ニュースサイト、経済誌と比べるとはっきりします。
もちろん「ニュースの専門性が高い」でも、他メディアを大きく上回ります。
ビジネスパーソンに幅広く支持されているため、

「周囲が利用していて話が合わせやすい」と、高い評価を得ています。

※調査対象は従業員30人以上の民間企業に勤務する25～59歳の正社員。日本経済新聞または日経電子版の閲読者（週1回以上読む）500人。
　2017年12月調査。各質問に最もあてはまるものを選んでもらった。

情報量が多い

日経

一般紙A

一般紙B

一般紙C

NHKニュースウオッチ

民放ニュース番組A

民放ニュース番組B

民放ニュース番組C

民放ニュース番組D

ニュースサイトA

ニュースサイトB

ニュースサイトC

経済誌A

経済誌B

72.0

3.3

3.3

1.7

3.6

2.6

0.7

1.9

0.7

4.8

0.2

0.5

2.1

2.6
（％）

ニュースの専門性が高い

10.2

日経

他の新聞（3 紙計）

テレビ（5 局計）

ニュースサイト（3 社計）

経済誌（2 誌計）

67.7

5.3

12.6

4.1

（％）

解説が充実している

7.4

日経

他の新聞（3 紙計）

テレビ（5 局計）

ニュースサイト（3 社計）

経済誌（2 誌計）

57.0

8.9

20.9

5.9

（％）

知っておくべきニュースがわかる

4.1

日経

他の新聞（3 紙計）

テレビ（5 局計）

ニュースサイト（3 社計）

経済誌（2 誌計）

57.0

9.9

20.7

8.4

（％）

周囲が利用していて話が合わせやすい

1.6

日経

他の新聞（3 紙計）

テレビ（5 局計）

ニュースサイト（3 社計）

経済誌（2 誌計）

57.7

11.2

13.2

16.4

（％）

NEWS
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オンビジネス

日経読者は企業の
メインストリームに乗っています 

企業の意思決定者は非閲読者の約2倍 ＜事業推進など経営の方向付けでの役割＞

【事業推進で中心的な役割を担っている】

システム・設備導入の決定権者 ＜設備投資・仕入れでの役割＞ グローバルビジネスの中心 ＜日ごろ携わっている国際業務＞

【海外での販売・マーケティング】

（％）

閲読者 29.1
非閲読者 16.4

【将来のリーダーを育てている】【会社の経営ビジョンづくりに参加している】

（％）

閲読者 46.2
非閲読者 23.3

【事業の売り上げ目標達成に責任を持っている】

（％）

閲読者 40.2
非閲読者 21.0

【設備投資（ハードウエア）を決める立場にある】

（％）

閲読者

非閲読者 15.7

【海外の生産管理・資材調達】

（％）

閲読者 16.3
非閲読者 7.3

【仕入れる商品・原材料を決める立場にある】

（％）

32.6
15.3

33.4

【人事評価をする立場にある】

（％）

閲読者 47.8
非閲読者 25.3

閲読者

非閲読者

【新事業を企画・立案している】

（％） （％）

閲読者 39.2
非閲読者 19.0 44.8

非閲読者 21.3

【事業の戦略決定】

（％）

34.7
非閲読者 10.9

（％）

42.4
非閲読者 19.0

【情報システム導入を決める立場にある】

（％）

32.0
非閲読者 15.3

日経の読者は「事業推進で中心的な役割を担っている」割合が4割強となります。
非閲読者の2倍強です。商品の販売や原材料の仕入れ、資金調達など
BtoB の広告に関心が高いのが特徴です。「新事業を企画・立案している」も高く、
事業化の支援サービスの広告でも効果的です。ブランディング広告、ＩＲ広告など
認知度や好感度を高める広告もビジネスチャンスを広げます。

※調査対象は従業員30人以上の民間企業に勤務する25～59歳の正社員。日本経済新聞または日経電子版の閲読者（週1回以上読む）500人。日経非閲読者300人。2017年12月調査。10
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営業での接点づくりに効果的 ＜広告接触後に企業サイトにアクセスして利用する情報＞

【事業内容の閲覧】

（％）

閲読者 50.0
非閲読者 24.3

【商品・サービスのリリース】

（％）

閲読者 53.8
非閲読者 28.3

【商品・サービスのスペック（仕様）】

（％）

閲読者 43.2
非閲読者 24.7

【担当者との面会アポイント】

（％）

閲読者 25.4
非閲読者 15.0

【商品・サービスの照会・問い合わせ】

（％）

閲読者 34.0
非閲読者 17.7

【商品・サービスの見積もり依頼】

（％）

閲読者 26.4
非閲読者 11.7

B to B商材の有力な売り込み先 ＜購入やリースでの予算権限＞ ＜広告を載せる企業のイメージ＞広告主への信頼感を醸成

日本経済新聞

社会に
影響力がある

72.0
非閲読者

46.7

同業他社よりも
秀でている

65.2
非閲読者
37.9

就職・転職先
として選べる

56.6
非閲読者

29.6

優秀な
人材が多い

60.0
非閲読者
34.9

株式を
購入してもいい

54.2
非閲読者

27.8

（％）

生産設備の
維持・導入

9,500万円

非閲読者 5,200万円

販売施設の
維持・設置

8,700万円

非閲読者 6,400万円 

情報システム（ソフト）の
運営・導入

7,800万円

非閲読者 3,900万円 

6,500万円

非閲読者 3,500万円 

マーケティング
7,300万円

非閲読者 2,900万円 
5,600万円 

非閲読者 2,600万円 

情報システム（ハード）の
維持・導入 採用・研修

※調査対象は従業員30人以上の民間企業に勤務する25～59歳の正社員。日本経済新聞または日経電子版の閲読者（週1回以上読む）500人。日経非閲読者300人。2017年12月調査。

オンビジネス

日経の広告は
企業のステータスを高めます

日経の読者は生産設備から情報システム、販売・マーケティング、採用・研修まで、
企業の意思決定に関わる人が多いのが特徴です。
新聞広告を見た後も日経の読者は、広告主のホームページにアクセスして商品内容の
詳細をチェックしたり、担当部署に問い合わせメールを送ったりしています。
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日本経済新聞

オフビジネス

日経読者は消費生活の
リーダーです

進取の気性に富む日経読者 新商品情報で高い波及力

日経の商品広告は信頼感を作り出す

日経の読者は日経に掲載される商品広告について、「品質を信頼
できる」というイメージを抱いています。紙面の「一流」「高級感が
ある」というイメージも、商品広告のイメージに重なります。この
ため、掲載された商品を「他の人に薦められる」という意思も強ま
ります。

「とにかく早く買って試してみたい」と
いうイノベーター（革新者）は、日経の
読者では非閲読者の2倍強になります。
「必要だと判断したら、なるべく早く買
いたい」というアーリーアダプター（初
期採用者）は日経の読者では4割強とな
り、イノベーターを合わせると過半数に
なります。

イノベーターとアーリーアダプターにつ
いて、「自分の薦める商品やサービスを
周囲がよく利用している」の回答割合を
見ると、日経の読者は5割強と非閲読者
を大きく上回ります。新商品に関心が高
い日経の読者は情報発信力も高く、新商
品の広告の内容が効果的に伝わります。

42.3

7.9

37.7
3.6

（％）
閲読者 非閲読者

54.1

36.3

（％）
閲読者 非閲読者

※調査対象は従業員30人以上の民間企業に勤務する25～59歳の正社員。日本経済新聞または日経電子版の閲読者（週1回以上読む）500人。日経非閲読者300人。2017年12月調査。

日経の読者は新商品に関心が高く、購入にも積極的。
周囲への影響力も高いため、新商品の情報は口コミでもよく伝わります。
日経の読者はビジネスの中核層なので、新商品の開発ストーリーや技術、
マーケティングなどにも関心があり、広告内容をよく理解してくれます。
日経の紙面イメージには商品広告のイメージを高める効果もあります。

【自分の薦める商品やサービスを周囲がよく利用している】【話題になりそうな新商品を買うタイミング】

【日経（非閲読者は他の新聞）が
商品広告に与えるイメージ】

他の人に
薦められる

70.4
非閲読者

44.6

品質を
信頼できる

80.7
非閲読者
57.1

高級感がある
60.2
非閲読者

36.0

新しい技術が
生かされている

55.2
非閲読者

28.7
一流

69.1
非閲読者
40.3

社会を大きく
変える可能性がある

59.1
非閲読者

31.5

（％）

■イノベーター　■アーリーアダプター

12

閲
読
者
プ
ロ
フ
ィ
ル 

〈
オ
フ
ビ
ジ
ネ
ス
〉



商品広告は広告主の事業への理解も深める

オフビジネス

商品開発ストーリーが
購入意欲を高めます

日経の読者は紙面で商品広告を見ると、その広告主がどんな事業内容や業績の
企業であるかにも強い関心を抱きます。
商品内容だけでなく、商品を支える技術やその開発者など、
広告主の企業活動をトータルで理解したいと思っています。
テキストやイラストを使って商品のうん蓄を示すことも、広告の反響を大きくします。

企業活動への関心が商品広告の理解を深める 環境や安全性も商品の購入動機

経営理念

53.8
非閲読者 29.3

事業内容

65.2
非閲読者 42.0

経営者

56.2
非閲読者 24.0

売上高・従業員数など
企業規模

57.0
非閲読者 28.3

業界での順位

58.6
非閲読者 30.7

企業業績

64.6
非閲読者 37.0

商品の
開発ストーリー

49.4
非閲読者 31.3

商品の技術的
背景やノウハウ

58.4
非閲読者 40.0

商品の
環境・健康・

安全性への配慮
57.6

非閲読者 33.0

商品が新しい
文化・ライフスタイル

をつくりそうか
55.2

非閲読者 32.3

商品が健全な
社会づくりに

貢献するか
50.0

非閲読者 28.7

商品のデザイン

63.6
非閲読者 48.0

（％）

（％）

【商品の開発担当者】

（％）

閲読者 51.4
非閲読者 28.0

【商品ラインアップ】

（％）

閲読者 69.4
非閲読者 52.0

【技術やノウハウ】

（％）

閲読者 70.6
非閲読者 48.0

【商品企画・広告などブランド戦略】

（％）

閲読者 62.6
非閲読者 36.0

【商品に関連したデザイン戦略】

（％）

閲読者 58.0
非閲読者 33.0

商品広告を掲載した企業に対する経営理念や事業内容への関心

商品広告を出した企業への商品戦略や技術への関心 新商品を購入する際の手がかり

※調査対象は従業員30人以上の民間企業に勤務する25～59歳の正社員。日本経済新聞または日経電子版の閲読者（週1回以上読む）500人。日経非閲読者300人。2017年12月調査。

1
2 3
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女性管理職

自己投資を惜しまない
エレガントなキャリア女性

ファッションで示すステータス ＜高額商品についての意識と行動＞ ＜食生活についての意識と行動＞料理は安全性で素材選び

子供や孫の教育は未来への投資 ＜教育についての意識と行動＞ ＜日ごろの学習についての意識と行動＞常に学んでキャリアアップ

【高級ブランドはビジネスでの信用が高まる】

（％）

閲読者 61.0
非閲読者 36.0

【商品はステータス性（社会的地位）が高いものを選ぶ】

（％）

閲読者 55.0
非閲読者 33.0

【子供や孫には小中学校で受験させたい】

（％）

閲読者 46.0
非閲読者 26.0

【子供や孫の教育にはお金を惜しまない】

（％）

閲読者 63.0
非閲読者 52.0

【ITスキルの向上に努めている】

（％）

閲読者 54.4
非閲読者 35.0

【英語をもっと学んでみたい】

（％）

閲読者 62.2
非閲読者 41.7

【添加物など食品の安全性に注意している】

（％）

閲読者 81.0
非閲読者 55.0

【料理には多少高くても、いい素材を使う】

（％）

閲読者 79.0
非閲読者 60.0

※調査対象は従業員30人以上の民間企業に勤務する係長クラス以上の女性。日本経済新聞または日経電子版の閲読者（週1回以上読む）100人。日経非閲読者100人。2017年12月調査。

日経を読む女性管理職（係長クラス以上）は世帯年収、金融資産額で、
日経を読まない女性管理職を大きく上回ります。高級ブランドもビジネスの
必需品と考えています。スキル向上にも接触的に取り組んでいます。
子供や孫の教育に対する意識も高く、私立中学への受験、
そのための塾通いへの支出も惜しみません。
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話のネタが多いと
よく言われる

61.0
非閲読者 40.0

自分の薦める
商品やサービスを
周囲がよく利用

57.0
非閲読者 37.0

自分を中心とした
会合がよく開かれる

44.0
非閲読者 27.0

（％）

1,260

870

（万円）
閲読者 非閲読者

【平均世帯年収】 【平均金融資産額】

2,720

（万円）
閲読者 非閲読者

1,590

女性管理職

広告商品の品質の高さが
よく伝わるインフルエンサー

世帯年収は非閲読者を45％上回る 金融資産額は非閲読者を71％上回る

日経読者が薦める商品は周囲がよく利用 ＜商品広告のイメージ＞日経に掲載された広告の商品は薦めやすい

※調査対象は従業員30人以上の民間企業に勤務する係長クラス以上の女性。日本経済新聞または日経電子版の閲読者（週1回以上読む）100人。日経非閲読者100人。2017年12月調査。

日経を読む女性管理職（係長クラス以上）は、日経を読まない女性管理職に
比べて購買力が高く、情報発信力も高いのが特徴です。
仕事やプライベートの会合の中心であり、発言に周囲が耳を傾けます。
消費行動での影響力が高いインフルエンサーなので、商品広告のメッセージが
効果的に伝わります。

【品質を信頼できる】【周囲との関係・接し方】 【他の人に薦められる】

【役に立つ】 【説得力がある】

日経

他の新聞（3 紙計）

テレビ（5 局計）

ニュースサイト（3 社計）

65.0

10.0

5.0

1.0 （％）

日経

他の新聞（3 紙計）

テレビ（5 局計）

ニュースサイト（3 社計）

52.0

10.0

8.0

8.0 （％）

日経

他の新聞（3 紙計）

テレビ（5 局計）

ニュースサイト（3 社計）

54.0

19.0

6.0

3.0 （％）

日経

他の新聞（3 紙計）

テレビ（5 局計）

ニュースサイト（3 社計）

54.0

10.0

9.0

2.0 （％）
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就活生

日経を読む就活生は社会人としての
目標を高く掲げています

「社長・役員になりたい」は3割弱 高年収ビジネスに意欲 企業の信頼イメージが学生を引きつける

＜ITについての意識と行動＞ ＜英語についての意識と行動＞ITスキルが高くて即戦力となる グローバル志向

【ITスキルの向上に努めている】 【英語で日常会話ぐらいはこなせる】

（％）

閲読者 62.3
非閲読者 37.0

【スケジュール管理にアプリを使っている】

（％）

閲読者 59.4
非閲読者 37.0

【日ごろ英語を使う機会がある】

【35歳時点で期待する年収】

（％）

閲読者 47.2
非閲読者 15.0

【働きたい会社】

【海外留学（短期含む）の経験がある】

（％）

閲読者 43.4
非閲読者 20.0

（％）（％）

61.3
非閲読者 33.0

【最新のIT機器に関心がある】

75.5
非閲読者 42.0

660

580

（万円）
閲読者 非閲読者

【目標としている役職・地位】

15.1

11.3

11.0

5.0
（％）

閲読者 非閲読者

※調査対象は就職活動中・活動予定の大学3年以上。日本経済新聞または日経電子版の閲読者（週1回以上読む）の男女106人。日経非閲読者の男女100人。2017年12月調査。

日経を読む就活生は、社会人として活躍したいという意識を強く持っています。
学生生活では、ビジネスの効率化に役立つ IT（情報技術）スキル、
グローバルに活躍するための英語力の向上に力を入れています。
将来は社長や役員になりたい、という上昇志向が強いのも特徴です。
日経に掲載する新卒採用広告は、優秀な人材の獲得に直結します。

（％）

閲読者 39.6
非閲読者 24.4

■社会から信頼されている

（％）

閲読者 30.2
非閲読者 13.3

■扱っている製品・
　サービスの質がよい

（％）

閲読者 30.2
非閲読者 14.4

■経営者がすぐれている

（％）

閲読者 29.2
非閲読者 16.7

■優秀な人材が多い

■社長　■役員
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27.425.5

景気、雇用、物価など

マクロ経済がわかる

81.1
非閲読者 38.9（％）

日経はどのメディアよりも就職に役立つ

知識と心構えが学べる ＜日経（非閲読者は他の新聞）を読む理由＞ ＜メディアに対する印象＞先端的で知的

72.6

32.1

（％）
日本経済新聞 その他の新聞

（3紙計)
民放
(4社計)

ニュースサイト
(3社計)

【就職での企業研究について、信頼できる情報を提供しているメディア】
（複数回答）

日経読者は情報発信力があるリーダータイプ

議論の場には
積極的に参加する

63.2
非閲読者 35.0

行事や仕事を
仕切るのが得意だ

63.2
非閲読者 36.0

自分は周囲に

影響力があると
よく言われる

50.9
非閲読者 30.0

（％）

【周囲との関係・接し方】

※調査対象は就職活動中・活動予定の大学3年以上。日本経済新聞または日経電子版の閲読者（週1回以上読む）の男女106人。日経非閲読者の男女100人。2017年12月調査。

就活生

日経を読む就活生は統率力があって
ビジネスの即戦力となります

日経を読む就活生はコミュニケーションがうまく、
組織内や取引先での円滑な関係づくりを促す素養があります。
ビジネスパーソンとしての基礎知識、心構えを得るための
メディアには日経を選んでいます。日経に掲載する広告は将来、
ビジネス界で活躍する人材に強くアピールします。

株式、債券、商品など

市況がわかる【 】【 】

企業経営の
あるべき姿がわかる【 】

（％）

閲読者 71.7
非閲読者 30.6

【 】ビジネスパーソンの
あるべき姿がわかる

（％）

閲読者 69.8
非閲読者 36.1

【 】就職したい企業の

業界動向がわかる

（％）

閲読者 76.4
非閲読者 38.9 （％）

閲読者 64.2
非閲読者 36.1

【信頼できる】

53.5

17.2

25.3

1.0 （％）

【ビジネスに役立つ】

53.1

17.7

16.7

3.1 （％）

【就活に役立つ】

49.0

20.8

15.6

7.3 （％）

【知的】

39.6

27.5

24.2

2.2 （％）

【産業界に影響力】
39.1

17.2

19.5

10.3 （％）

【時代の先端を行く】
32.9

18.3

22.0

20.7（％）

■日経

■他の新聞（3紙計）

■テレビ（5局計）

■ニュースサイト（3社計）
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じっくり読まれる土日の日経
教育、家計からファッション、ショッピングまで、ライフスタイル情報を網羅。

NIKKEI プラス 1 は、毎週土曜日に発行される日本経済新聞朝刊の
第2 部です。「何でもランキング」や健康、料理、お金、マナーなど、
暮らしに役立つ楽しい記事が満載。毎週楽しみにしているロイヤル
ティの高い読者が多い媒体です。NIKKEI プラス１のファン読者を集
めた「NIKKEI プラス１倶楽部」を活用した企画もあります。

土曜日

読者にとってのプラス1

※【NIKKEIプラス1の読まれ方調査概要】 調査対象：NIKKEIプラス１読者／調査方法：インターネット調査／調査時期：2020年4月4日～12日／回答数：1,859

広告スペース全3段

広告
スペース
突き出し

わくわくする土曜日の朝、NIKKEIプラス1とともに
紙面で紹介されている

商品・サービスを
ネットなどで検索する

よくする＋ときどきする

（％）

紙面を見て
消費行動を起こす

プラス1読者

86.0

料理の献立の参考にしたり
実際に紹介されている

レシピをつくる

実際に
レシピを作る
プラス1読者

75.0

週末の予定を立てる
参考にしたり

紹介されている場所を尋ねる

週末の予定の
参考にしている
プラス1読者

66.0

信頼性が高く、
つい誰かとシェアしたくなるShare

母との電話は健康情報が話題

別居の80代の母と毎晩電話で話すのを日課にし
ています。話題に困ったときにNIKKEIプラス
１で見た健康関連の情報が役立っています。
特に一日中家にいることが多いので、家の中で
健康維持に役立つ情報を伝えています。
(50代女性)

生活を豊かにする
わくわくする情報WOW!

家族に好評なレシピはスクラップ

「カラダづくり」のページは切り取って壁に貼
り、毎日の運動不足解消のために活用。「かん
たん美味」は大学ノートにスクラップし、家族
に好評なものは何度もつくります。とうふのみ
そ漬けなど、来客のおもてなしに大活躍。大助
かりです。(60代女性)

編集記事や広告を読んで
消費行動にAction

気になった場所は実際に行ってみる

「何でもランキング」がとても楽しみ。子供達
が巣立ち、夫婦2人の時間の中で、温泉のラン
キングやシュークリームのランキングなら買い
に行こうと、家にいてケンカになる前にランキ
ングを見て行動。夫婦円満にとても役立ってい
ます。(50代男性)

プラス1の記事を
切り抜いたり

クリッピングしたりする

クリッピング
してる

プラス1読者

67.0

健康促進の情報を見て
実践したり

購入したりする

情報を見て
実践・購入する
プラス1読者

76.0
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「NIKKEI The STYLE」は日本経済新聞の読者の中心である富裕層をターゲットとしたライフスタ
イル情報紙面として、2017 年 3 月に創刊しました。体裁は日曜日の朝刊紙面内 16 ページ。
高級白色紙を使い、独立して抜き取れるウイークエンドセクションです。
日経独自の視点で、ファッション、グルメ、アート、カルチャー、旅など幅広いテーマをカバー。
写真を大胆に使った美しいビジュアルで、読者の知的好奇心を刺激します。

日曜日

上質な紙面

高級白色紙を使用した全面カラー印
刷。美しい写真を大胆に使った、
今までにないスタイルのビジュアル。
新聞でありながら通常の新聞紙面と
は違った上質感を演出します。

富裕層にリーチ

読者の中心である購買力があり、消費意欲旺
盛な富裕層にリーチします。 

日本経済新聞
への信頼感

日 本 経 済 新 聞 が 培 っ て き た 「 信 頼
性 」 の 高 さ は 、 週 末 の オ フ 情 報 で
あっても変わりません。高い信頼感
に裏打ちされた情報によって、消費
意欲を刺激します。 

大人向けの紙面で、自分好みだと感じた。ショッピングやグルメ選びの参考に
なってよかった。(30代女性)

不動産の購入を検討しているため、特に興味を持って広告を読んだ。
(40代男性)

トレンドとして、記事として、広告としての役割を持ち、いつも好奇心を抱
きながら見ている。興味があるところはHPで確認するようにしている。
今後も充実した内容を期待している。(40代女性)

株式購入のきっかけになりました。（60代男性）

リゾート物 件の販促 広告を出稿したところ、資料請求数が大きく伸びるなど
反響の良さに驚きました。今後も、NIKKEI The STYLEを出稿メディアの中心
にと考えています。（A社）

NIKKEI The STYLEが日経媒体への初出稿でした。掲載した商品の売れ行きが
大変良かったことに加え、読者の方々の質の高さを実感し、定期的に掲載する
ことを決めました。（B社）

創 業 以 来、富裕層をターゲットとして展開 。NIK K EI Th e S T Y LEの創刊と
ともに 弊 社 の お 客 様 層と 読 者 層との 類 似 を 感じた た め 、出 稿しました 。
NIK K EI Th e S T Y L Eの 掲載 広告をご 覧になられた読 者からの成 約が相 次
ぐなど、購 買 力 がある質の高い 顧 客 層 開 拓に 最 適の 媒体として満 足してい
ます。（C社）

今までネットワーク系の広告出稿をメインとしてきましたが、キャンペーンに合
わせて記事体広告を出稿しました。高額 旅 行商品にもかかわらず、掲載 後、
数十件の成約に結びつき、弊社ウェブサイトへのアクセス数も急増、滞在時間
も長かったです。（D社）

広告主からの評価

読者からの反響

【貯蓄投資残高3,000万円以上の層へのリーチ】

61.2％日経 33.3％A社 27.8％B社

※日経リサーチ「富裕層調査2015」より抜粋
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上質で知的。暮らしを豊かにする情報を発信する
ウイークエンドマガジン
他のメディアに比べて、ラグジュアリー、上質、センスが良い、本物志向、洗練されている
といったイメージを強める効果がある日経マガジン。
圧倒的な発行部数を誇り、雑誌形態（A4・B4 変型）で新聞といっしょに配られるため、
ブランドイメージ醸成などにご活用いただけます。

2つのTHE NIKKEI MAGAZINE

通常号1
男女双方の目線からファッション、時計、旅、クリスマスなど多様な
テーマ特集で暮らしを豊かにする上質で知的な情報を発信し続けてい
ます。2018年よりリクエストの多かった関西（阪神間エリア）での
配布を開始。2021年からは中部圏にも配布エリアを広げ合計100万部
の部数で3大商圏での訴求が可能となります。

日経マガジン（通常号・Ai）は毎 号電子書籍化し、発行日から一ヶ月間、ハイブリッド型 総合書籍店
「honto」（https://honto.jp/）内で無料ダウンロード・閲覧が可能です。
配布地域以外でも日経マガジンをお楽しみいただけます。

Ai2
ビジネスの最先端で活躍する30～40代女性の日本経済新聞女性読者
を意識したファッションマガジンです。講談社と日本経済新聞社が共
同で、海外モード誌にも比肩するハイクオリティーな内容でお届けし
ています。都内を中心とした一都三県、関西圏および中部圏の約60万
部で発行しています。

東京
神奈川

埼玉
千葉

※一都三県の一部

＋
関西の一部

名古屋の一部

約100万部
※関東90万部  

関西8.5万部
名古屋1.5万部

日本経済新聞社 280万円～A4変型
285mm × 210mm

通常号

一都三県の
一部

（主に都内）

＋
関西の一部

名古屋の一部

約60万部
※関東50万部     

関西8.5万部
名古屋1.5万部

講談社 250万円～B4変型
350mm × 259mm

Ai

発行地域 発行部数 判型 紙面制作 掲載料金

2021年より名古屋（一部地域）での配布を開始!!

電子書籍化について 日経読者ではなくても
無料ダウンロード・
閲覧が可能https://honto.jp/

都市で働く女性に確実に届くファッションマガジン!!
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2021年の発行予定

THE NIKKEI MAGAZINE “STYLE”の
1社買い切りについて
日経マガジンは１社で買い切って発行することが可能です。発行する全てのページを1社のコンテンツとして構成することで、販売促進
はもちろん、ブランディングの醸成やマーケティング活動まで幅広い用途にご活用いただけます。その高い反響から毎年継続して発行
いただく例もございます。（※16ページ以上かつ30万部以上から承ります。紙面内容については所定の審査がございます。）
都内配布・A4変形・16ページのマガジンを60万部発行場合の費用の目安：およそ2,000万円
（※タイアップのページ数など構成内容によって費用は異なりますのでご了承ください。）
詳細は弊社営業担当までお問い合わせください。

※時期およびテーマ等は変更される可能性がございます。上記以外の特集が発行される可能性もございます。各号のお申込み締切りは、発行日の２カ月半前となります。

通常号

1月

- -

-

27 日（日）
Watches

&
Jewelry、

美容

- 12 日（日）
 Xmas GIFT

４日 （日）
時計 --

2月 3月

14 日（日）
ＳＳ

ファッション＊

＆
ライフスタイル

4月 5月

-

6月

13 日（日）
Best Buy

&
Fashion’s Day

7月 8月 9月

19 日（日）
AW

ファッション＊

＆
ライフスタイル

10月

17 日（日）
旅＆ファッション

11月

7 日 （日）
High Jewellery 

& 
Watches
（40万部）

21 日（日）
Xmas Vol.1

12月

5 日 （日）
Xmas Vol.2

Ai -

28 日（日）
SS

ファッション＊、
靴 & バッグ、

美容

25 日（日）
SS

ファッション＊、
靴 & バッグ、

美容

- 22 日（日）
美容

26 日（日）
AW

ファッション＊、
靴 & バッグ、

美容

24 日（日）
AW

ファッション＊、
美容

28 日（日）
Watches

&
Jewelry、

美容

＊SSファッション＝Spring/Summerファッション　AWファッション＝Autumn/Winterファッション

ブランドに強いこだわりを持つ日経読者 ＜高額商品に対する意識と行動＞

ブランド選びに自分なりの
こだわりを持っている

（％）

閲読者 51.2
非閲読者 31.0

高級ブランドの時計や
バッグを持っている

（％）

閲読者 46.6
非閲読者 25.0

年相応にファッションには
お金をかける

（％）

閲読者 41.6
非閲読者 22.7

ブランド品は正規代理店や
百貨店で買う

（％）

閲読者 50.4
非閲読者 33.7

※調査対象は従業員30人以上の民間企業に勤務する25～59歳の正社員。日本経済新聞または日経電子版の閲読者（週1回以上読む）500人。日経非閲読者300人。2017年12月調査。21
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意思決定層へ到達する都市型メディア

日本経済新聞

日経産業新聞

BtoB 広告の展開に最適な広告媒体。
ターゲットにより深く届けるコミュニケーション戦略に
マッチするのが、日経産業新聞です。

読者の多くは、購買に関わる意思決定層
【勤務先での役職（勤め人のうち）】

課長クラス以上の役職者が31.9％

8.5 9.711.2 66.9

14.5 53.6日経産業新聞
閲読者

勤め人全体
（％）

■役員・事業部長クラス　■部長クラス　■部次長・課長クラス
■課長代理・係長クラス　■一般社員

1971年創刊。ビジネスに直結する企業動向、技術・
科学ニュースを届ける、ビジネスの最先端で欠かせ
ない産 業・企 業 情 報専門 紙 。1日の 掲 載 企 業 数は
300社以上、日本経済新聞にはないミクロ情報を伝
え、ビジネスパーソンが求めるメディアとして高い満
足度を誇ります。 

日経産業新聞とは

読者は、幅広いビジネス情報に対する関心が高く、情報感度も良好

マネジメント層への到達度

仕
事
の
情
報
の
充
実
度

新聞
（一般紙）

産業
専門紙

IT系
ニュース

サイト

推定閲読者数 611,000人

ビジネスの動向に
関心が高い

64.1％閲読者 34.8％勤め人全体

31.2％閲読者 10.4％勤め人全体

ITに関する知識が豊富

36.9％閲読者 17.4％勤め人全体

29.0％閲読者 12.0％勤め人全体

情報収集意欲、
処理能力に長けている

【情報収集は自ら積極的に行うほうだ】
70.2％閲読者 45.5％勤め人全体

【自分は情報を処理(理解)する能力は高いほうだと思う】
36.6％閲読者 19.5％勤め人全体

※J-READ Basic：全国47都道府県の男女12,233人が対象。2019年10月にビデオリサーチが実施

3.7

14.25.712.0

【企業の動向に関心がある】

【企業の社会的責任(CSR)に強い関心がある】

【最新のIT(情報技術)関連機器に強い関心がある】

【IT 関連の知識は豊富な方だ】
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日経産業新聞フォーラムをはじめとする
イベント開催でリード獲得の絶好の機会を

日経産業新聞紙面と読者向けイベントを組み合わせた立体的な企画「日経産
業新聞フォーラム」を展開しています。紙面での集客広告に加え、フォーラ
ムへ協賛することで、ターゲット層に対して製品やサービスをより明確に深
く訴求することができます。 

高い集客力（集客・告知広告）

日経産業新聞、日経アドネットなど、日経の持
つさまざまなメディアを使って募集をかけま
す。

クオリティーの高いフォーラム
●質の高い講師、出演者への依頼が可能です。
●会場でのアンケートで、直接参加者の声を集め

ることができます。
●参加者のリストを提供いたします。

フォーラム採 録（商 機 の再演出）

セミナーの模様を後日、日経産業新聞紙面で報告。当日来場できなかった方々にも広く訴求します。

広告効果を高める編集特集、広告特集の
年間プランで広告予算の確保を容易に

日経産業新聞では、編集特集、広告特集を年間で数多く
企画しています。1年を通じたスケジュールの中で、注目
度の高い特集に合わせて広告の制作が可能。広告予算の
確保も容易となります。

2020年～21年フォーラム開催実績

三菱電機　2021年3月10日付 15段

日経産業新聞フォーラム告知

2021年1月〜12月の編集特集（予定）

デジタルテクノロジーを活用した営業力強化術

バーチャル版「働き方DX」

製造業のフィールドサービス戦略

バーチャル版「製造業DX」

物流・サプライチェーン革新
～ニューノーマル時代の強いビジネスを目指して～

グローバルリスクマネジメント2021
～不確実性高まる新時代、問われるレジリエンス～

企業成長を加速させる人事DX
～戦略人事がもたらす人材・組織改革～

新たなフェーズに移行する太陽光発電
～進む自家消費と2020年代の太陽光発電の展望～

製造業のサービス化戦略

「脱炭素社会への挑戦」脱炭素時代を生き抜く環境経営

与信管理DAY～新型コロナウィルスがもたらす国内
外倒産激増の影響と処方箋～

スペシャリストの智CRE Conference ONLINE
この時代だから見えてくる 成長戦略とは

バーチャル版「コロナ時代を生き抜く経営
 中堅・中小企業のためのテレワーク 成功の秘訣」

ニューノーマル時代のペーパーレス戦略
～バックオフィス業務改革で生産性向上～

出稿のポイント
コストパフォーマンス

の面でも質の高い
コミュニケーション

となります。

※この他にも数多くの広告特集を実施しています。

1月 建設産業

2月 環境経営

3月 防災総合/電子部品

4月 エネルギー

5月 ケミストリー（化学）/次世代自動車技術

6月 国土強靱化

7月 メディカル・ヘルスケア

8月 防災総合/大学・産学連携

9月 IoT.AIによる製造業の近未来/商社/日本の化学産業（別刷）

10月 シーテックジャパン/バイオテクノロジー

工作機械/地球環境経済/インフラを支える電機産業/
次世代技術（AR、VR、ハブテックス）

11月

12月 ロボット
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プロの売り手に向けた広告に高い注目
流通のプロフェッショナルに向けた、他にはない情報を満載。
また、トレンドの先端を独自の視点でとらえた情報は
多くのマスコミ関係者に愛読される一方で、
一部の主婦など情報感度の高い消費者層にも届いています。

マーケティングに関わる多様な読者層
【日経MJと日本経済新聞の併読率】

他の媒体にはない独自の読者層

日経MJは流通バイヤーや店舗運営担当者を中
心に、メーカーや主婦など幅広い読者を抱え
るオリジナリティーの高いメディアです。取り
上げるのは商品トレンドだけでなく、店舗の集
客や情報化、業務の効率化など、店作りの最
新情報も伝えています。マスコミ関連の読者も
多く、日経MJに掲載された製品やサービスな
どがテレビなどで紹介されることも多くあり、
その情報への注目度は高いといえます。

日経ＭＪとは

推定閲読者数 434,000人

【勤務先の業種（勤め人のうち）】 【読んで仕事上の参考にしているメディア】 【日経MJに掲載された広告を見てとった行動】

サービス
21.8

飲食・宿泊
11.6

その他
15.7

建設
7.0 卸売・小売

20.9
製造業
17.5

（％）
（％） （％）

不動産 2.8
運輸 2.2

エネルギー 0.5 日経MJ（流通新聞） 61.8

食品商業 57.6

チェーンストアエイジ 44.0

日本食糧新聞 28.8

商業界 8.9

メーカーや卸売の
営業担当に連絡した 61.3

メーカーや卸売の
営業担当と商談で話題にした46.0

商品サンプルを取り寄せた 37.9

【49歳以下の読者の割合】

現場で活躍する年齢層が多い

日経MJ

日経産業新聞

日本経済新聞
（％）

45.8

48.9

57.8

51.348.7

（％）

日経MJは読むが
日本経済新聞は読まない

日経MJも
日本経済新聞も読む

※J-READ Basic：全国47都道府県の男女12,233人が対象。2019年10月にビデオリサーチが実施 ※MJ流通調査。2015年6月に実施
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日経MJが独自取材する記事体広告

話題の調査・特集に合わせて
広告効果を高める

日経MJが取材、構成する客観性の高い記事体広告　 記事体広告のポイント

日清オイリオ　2017年6月7日付 15段 森永製菓　2017年3月6日付 30段

年２回のヒット商品番付号をはじめとして、業界の注目度の高い特集を年間で数多く実施。マーケットを意識した商
品訴求だけでなく、社内アピールとしても活用することができます。

テーマ別の連合広告で
広告効果を高める
旬なテーマや新しいイベントを浸透させていくため、複数の企業の協賛で行う
連合広告も高い効果とコストパフォーマンスを発揮します。

繁盛する店作り特集　2016年6月29日付 45段

2018年 日経MJ 年間特集予定

※内容、掲載月／日は変更になる場合がありますので、詳細はお問い合わせください。

1月
2月
3月
4月
5月
6月
7月
8月
9月

10月
11月
12月

編集特集
正月特別編集号

富裕層ビジネス特集
eリテール特集／食と健康新市場特集

-
バイヤーの仕事術／フルーツ・野菜特集

-
-
-

-
家飲み特集

進化する流通系システム機器（ＰＯＳレジ等）
-

主な広告企画
日経ＰＯＳ企画

バレンタインデー／マーガリン
FOODEX

-
焼肉・ＢＢＱ

おすすめ商品ガイド（番付号）
日経ＰＯＳ企画／日経ＰＯＳセレクション

ハロウィーン／チャーハン
-

スーパーフード／スーパーオイル
-

おすすめ商品ガイド（番付号）

独自調査号
-
-
-
-

飲食業調査

-
ネットライフ調査
サービス業調査

年間ヒット商品番付

上半期ヒット商品番付／小売業調査
専門店調査／コンビニ調査
卸売業調査／百貨店調査

日経MJ独自の取材で、商品やサービスの概要を詳しく掲載。日経POSデータなども使用しながら、
客観的でクオリティーの高い広告紙面を提供します。

約1カ月間で原稿製作

商品特徴、キャンペーンなどの情報を取材して、約1カ月の制作期間で広告原稿を制作いたします。

広告の抜き刷りを販促に活用

新聞に掲載した紙面を別紙に抜き刷りをし、広告主様の販促支援ツールに活用していただくことも
できます。
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金融プロと個人投資家の両方にリーチ
日経ヴェリタスの読者の多くは、資産運用など投資の参考に日経ヴェリタスを読んでいますが、
一方で勤め人読者のうち約 1/4 の読者が金融関係者。
紙面や広告にはそうしたプロフェッショナル向けの情報も多く、
その専門性の高さが、質の高い情報源として個人投資家読者にも評価されています。

金融業のプロが信頼する情報に投資家も注目

日経ヴェリタスは金融投資情報の週刊専門紙。最新の投資テー
マを深掘りして徹底分析するほか、企業や金融機関などの動き
を、さまざまな 角度から評 価する記事を掲載 。資 産 運 用のテ
クニックや暮らしに役 立つお金の情 報など、金融 関 係 者、個
人投資家にとって必読の情報をお届けしています。

日経ヴェリタスとは

発 行 部 数 62,000部 （％）

【勤め人読者の業種】

勤め人読者のうち、24.4％が金融業関係者

●投資信託運用のために読んでいます。（その他）

●なるべく日曜日のうちに熟読。週末にマーケット動向確認しながら、振り返り。（銀行）

●一度通して読んでみて、必要と思う記事についてはコピーをして保存しています。（生保）

●投資判断の基準として活用できそうな点を抜粋し、書きためている。（その他）

●銘柄情報は時系列を追ってチェックしている。（投資顧問）

●1カ月分を何回か読み返す。過去にその記事を見てどう感じて今とどう違うかを確認します。(投資顧問)

●翌日からのセールストークに役立てる。（銀行）

●「発掘　実力企業」は特に好きなコンテンツです。（証券）

●社員指導に使用。(銀行)

●株、為替、投資信託、不動産の投資情報を得る観点から読んでいます。（損保）

金融業関係者はさまざまな視点で
日経ヴェリタスを活用しています。

金融業

24.4
製造業

19.9

男性

89.4

女性

10.6

情報サービス、マスコミ

11.0不動産業 6.0
（％）

会計・税務など専門サービス 4.9
公務 4.9

教育・学習支援業 4.6
建設業 3.9

医療・福祉 3.5
卸売業 2.5 その他

14.3

4,215万円

【読者の性別】 【読者の平均世帯資産】

※日経ヴェリタス読者調査。2016年10月に実施26
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金融のプロだけでなく
富裕層への訴求も効果的
金融のプロを多く読者に持つ日経ヴェリタスでは、新しい
投資信託商品の情報など、金融業界の関係者をターゲット
にした広告が日々掲載されています。
読者の所得も高く、富裕層をターゲットにした広告の出稿
媒体としても最適です。

読者の注目度が上がる各種調査・ランキング
プロ、個人投資家を問わず日経ヴェリタス読者が目を光らせているのが、各種の調査やラ
ンキングです。人気アナリストの実力は？ 信頼できる金融機関、ストラテジストは？ な
ど、気になる情報をお届けしています。「1億円長者の素顔」など、資産運用の極意を扱っ
た号は、バックナンバーでも購入されています。

大和証券投資信託委託　2017年4月23日付 フルページBMW Group Japan　2016年4月10日付 フルページ

日経金融機関ランキング

ストラテジストランキング

人気アナリストランキング

　 人気のバックナンバー（特集）

1億円長者の素顔 （2017年8月13日号）

不動産もう上がらない （2017年8月20日号）

現金VSビットコイン （2017年11月5日）

海外株を始めよう （2017年12月3日）

『人生100年』の計 （2017年12月10日）

今こそ投資信託 （2018年1月21日号）
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きめ細かなビジネス戦略、ブランド戦略に有効なメディア
情報取得のスキルが高く、しかも職階も高い。
企業内の意思決定において強い影響力を持っている電子版読者。
ブランドを理解させ、商品を知らせるべき、最もふさわしい相手といえます。

日経電子版とは

日経電子版では読者データベース、日経 ID を構築しています。ビジ
ネスパーソン中心の読者に、役職や職種、従業員規模などの詳細な
属性を登録していただくことで成立しています。この属性データに
日経電子版・日経 BP 社サイトの閲覧履歴などを組み合わせた質
の高いデータをマーケティングプラットフォームとして活用する
ことができます。

質の高い読者データベース
読者の日経電子版への信頼は、有料会員の継続率と直接来訪率の
高さに表れています。この信頼感が広告を掲載した企業に対する
信頼につながります。再来訪率の高い日経電子版ユーザーとは長
期的な関係性を築きやすく、優良顧客の育成をお手伝いできま
す。

高いエンゲージメント
日経電子版と日本経済新聞を組み合
わせることで、企業のブランドイ
メージをより高めることができま
す。トップページの広告スペースを
一定期間占有できるフロントページ
オーナーシップや、ビルボードなど
のリッチメディア商品は、紙の新聞
に近い「登場感」が実現できます。

紙の新聞との相乗効果

ビジネスリーダーにダイレクトに到達

日経電子版に掲載している広告主企業イメージ

信頼できる 一流である

57.4
24.2

安定性がある 34.0
（％）

日経ID属性情報
アクセス履歴

記事閲覧 DB

電子版会員数 490万人 総ページビュー 2億8,560万 PV / 月
2020年7月時点 2020年7-9月時点

月間総アクセス数※ 5億3,620万PV / 月
2020年7-9月時点

※「PC、電子版モバイルの閲覧数」+「電子版アプリ（紙面ビューアーを除く）の表示回数（参考値）」

【役職】

約6割が意思決定に関わる役職者

会員のうち
有職者

■会長・役員クラス　■部長クラス　■課長・主任クラス　■一般社員・その他

44.0
（％）

2020年7月時点

30.010.016.0

【年代】

約半数が40代・50代のビジネスリーダー世代

日経電子版
会員

（会員全体）

■29歳以下　■30代　■40代　■50代　■60歳以上

19.019.013.0
（％）

2020年7月時点

24.025.0
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広告メディアとしての日経電子版と日本経済新聞

日本経済新聞とのクロスメディア効果
リーチを拡大し幅広くアピール

日本経済新聞と日経電子版合計でリーチできるのは約 792 万人で、そのうち重複利用者は約 117 万
人です。一方、日経電子版でのみアプローチできる読者は約 292 万人に上ります。言い換えると、電子
版への同時出稿によってこれまでの「日経閲読者」へのリーチを約 58％増やすことができるのです。

日経電子版は導線設計や効果計測のしやすさにおいて、大きな強みを発揮します。質の高い読者デー
タベースを活用、読者の属性別に反応を計測し、次の施策に生かすこともできます。ターゲットを
選び、確実にメッセージを届けることができるのも日経電子版ならではの強みです。

日本経済新聞の強みは約500万人以上の閲読者数。リーチ数やインパクトの大きさという点で、
コストパフォーマンスが高いメディアといえるでしょう。

2つのメディアの相乗効果を実現する
日経電子版と日本経済新聞を併用するクロスメディア戦略の目的は、それぞれが持つ力を生かして、
コミュニケーションを最適化することです。例えば、新聞広告では企業メッセージを伝え、電子版では
紙面広告と連携、詳述したタイアップサイトで商品の理解を深めてもらうパターンが考えられます。
実際に、日経電子版と日本経済新聞の併用は、相乗効果を発揮することが分かっています。

【ある広告商品の購入意向者の割合】
【日本経済新聞との閲読者合計】

接触なし

35.3
43.6

71.8

新聞閲覧 両方閲覧

新聞・電子版連動で

購入意向者が
2倍に

トータルリーチ

791.5万人

日本経済新聞
週1日以上

閲読者

499.6万人

日経電子版
週1日以上

利用者

409.1万人

両方利用者 117.2万人

日経電子版

●導線を設計しやすい
●読者の反応を詳細に測定可能
●読者属性別の分析が可能
●詳細なターゲティングが可能

日本経済新聞

●多くの読者に一度に届けることができる
●ビジネスコミュニティーにおける「登場感」
●人間が手に持てる
　最大の広告媒体ならではのインパクト

※2019年2月度 新聞広告、電子版広告掲載に伴うインターネット調査※J-READ Basic：全国47都道府県の男女12,300人が対象。2020年10月にビデオリサーチが実施29
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日本経済新聞社は、コーポレートブランドや企業が持つ価値を高めるために、
経営の指標となるさまざまな情報をご提供しています。
なかでも日経企業イメージ調査は 1988 年以来の長い歴史があり、
BtoB、BtoC の広告プランニングや、経営戦略立案の指標として活用している企業もあります。
日経 CVR は企業イメージ調査の新しい分析方法として、2016 年に提供を開始しました。

マーケティング 個性 技術 企業力 のれん活力

顧
客
ニ
ー
ズ
へ
の
対
応
に
熱
心
で
あ
る

よ
い
広
告
活
動
を
し
て
い
る

親
し
み
や
す
い

営
業
・
販
売
力
が
強
い

セ
ン
ス
が
よ
い

個
性
が
あ
る

文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
・
イ
ベ
ン
ト
活
動
に
熱
心

研
究
開
発
力
・
商
品
開
発
力
が
旺
盛
で
あ
る

技
術
力
が
あ
る

扱
っ
て
い
る
製
品
・
サ
ー
ビ
ス
の
質
が
よ
い

活
気
が
あ
る

成
長
力
が
あ
る

新
分
野
進
出
に
熱
心
で
あ
る

社
会
の
変
化
に
対
応
で
き
る

国
際
化
が
す
す
ん
で
い
る

優
秀
な
人
材
が
多
い

経
営
者
が
す
ぐ
れ
て
い
る

財
務
内
容
が
す
ぐ
れ
て
い
る

安
定
性
が
あ
る

伝
統
が
あ
る

信
頼
性
が
あ
る
　

21
項
目
平
均

日経企業イメージ調査
企業のマーケティング戦略の基礎データ

調査項目 調査結果

ビジネスを優位に進める力となる企業ブランドイメージを上場企業を中心とした大手672社について調べています。
企業がどのようなイメージを持たれているのか、ビジネスパーソンと一般個人に分けて聞いているのが特色です。

調査結果からは、企業ブランドイメージの強い点と弱い点が読み取れ、広告を中心とした
マーケティングプランニングのみならず、経営戦略の基礎データとして活用できます。

広告を見聞きする頻度である「広告接触度」、企業活動を知っている程度である「企業認知度」、一
流と思うかどうかの「一流評価」、好ましく思う程度である「好感度」、株式を買いたいと思うかどう
かの「株購入意向」、就職したりさせたりしたいかについての「就職意向」を聞いています。

主要
6項目

●広告接触度 ●企業認知度 ●一流評価　
●好感度 ●株購入意向 ●就職意向

年によって評価項目が変わることがある項目。2016 年はコーポレートガバナンス（企業統治）につ
いてのイメージを新項目として調査しました。

トピックス
4項目

●地球環境に気を配っている ●コーポレートガバナンス（企業統治）がしっかりしている
●女性が活躍している ●社会貢献への取り組みに積極的　　

企業イメージの詳細を知るために、「顧客ニーズへの対応に熱心である」「技術力ある」「優秀な人材
が多い」など 21 項目も調べています。一般個人があまり接する機会が少ない部品や原材料を扱う
企業のイメージを知るために、ビジネスパーソンに絞った調査もしています。

詳細
21項目

●顧客ニーズへの対応に熱心である ●よい広告活動をしている ●親しみやすい
●営業・販売力が強い ●センスがよい ●文化・スポーツ・イベント活動に熱心
●個性がある ●研究開発力・商品開発力が旺盛である ●扱っている製品・サービスの質がよい
●技術力がある ●新分野進出に熱心である ●社会の変化に対応できる　
●国際化がすすんでいる ●活気がある ●経営者がすぐれている
●成長力がある ●優秀な人材が多い ●財務内容がすぐれている
●安定性がある ●伝統がある ●信頼性がある

■2012（n＝265）　■2013（n＝265）　■2014（n＝265）　■2015（n＝262）　■2016（n＝261）

50

40

30

20

10

0

（％）

2012 15.5 12.8 33.2 15.1 7.2 4.2 10.6 23.8 22.6 20.8 6.0 6.8 3.0 6.0 7.5 14.3 3.0 3.4 25.7 30.2 33.2 14.5

2013 11.3 12.5 32.5 10.6 6.8 3.8 14.3 21.1 24.9 19.2 6.0 4.9 3.0 5.3 10.9 17.0 3.4 3.4 26.0 36.6 29.8 14.4

2014 14.7 15.5 36.6 14.7 8.3 4.5 12.8 25.7 27.2 23.4 6.0 4.9 4.2 9.8 10.9 15.5 4.9 5.7 30.2 38.1 38.5 16.8

2015 13.0 11.8 31.3 12.6 5.3 4.2 13.4 19.5 29.4 18.7 6.9 6.9 3.8 6.1 13.7 14.5 2.7 5.7 25.6 32.8 27.1 14.5

2016 14.9 13.4 33.3 12.6 5.4 3.1 14.6 23.0 27.6 23.0 3.1 5.4 2.3 5.0 11.5 18.0 3.8 6.9 32.6 44.1 29.9 15.9

分析例

日      

経

コーポレート
バリュー
レポート
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好感度

96.47％

先進性

0.295

0.272

0.24

0.062

0.168

0.283

0.196

0.327

0.426

0.305

0.107

0.026
0.042

0.193

企業イメージ調査をベースに
日経CVRで価値をひもとく

企業イメージ調査の「好感度」は消費者が製品・サービスをどれくらい受け入れやすいかの指標となります。「株購入意向」
（株購入意識）が高ければ、企業は資金調達が容易になります。「就職意向」（就職意識）が高ければ優秀な人材が確保できま

す。日経 CVR（日経コーポレート・バリュー・レポート）は、このモノ・カネ・ヒトの３分類を目標（KPI）として、詳細イメー
ジ 21 項目の何が影響を与えているかを分析します。

モデル例では「情報接触」は「技術開発力」「優秀性」のイメージに影響を与えています。「存在感」
は「株購入意識」に強く影響しています。「株購入意識」を高めるには、消費者に商品を身近に感じ
てもらえる「存在感」を刺激する広告を増やすことが一つの方法となるでしょう。

企業が持っている価値をさらに高めるために

広告接触

情報接触
（広告など）

先進性

好感度

株購入意識

就職意識

存在感

安定感

優秀性

技術開発力

モデルの構造
詳細イメージ 21 項目の特徴をまとめて、5 つのイメージ因子をつくります。活気や成長性に関す
る「先進性」、消費者との結びつきを示す「存在感」、消費者の信用度を示す「安定感」、経営戦略の
推進力である「優秀性」、新製品や新サービスを生み出す「技術開発力」です。

パスモデルの例
広告など「情報接触」が 5 つのイメージ因子を介して、3 つの KPI にどう影響を与えているかを
統計学的に分析したものが CVR のパスモデルです。それぞれの項目に刺さる矢印の大きさが影
響力を示します。

イメージ項目 イメージ因子 目標（KPI）

●活気がある
●成長力がある
●新分野進出に熱心である
●個性がある
●社会の変化に対応できる
●国際化がすすんでいる
●センスがよい
●文化・スポーツ・
　イベントに熱心

●顧客ニーズへの対応に
　熱心である
●よい広告活動をしている
●親しみやすい
●営業・販売力が強い
●製品・サービスの質がよい

●信頼性がある
●安定性がある
●伝統がある

●財務内容がすぐれている
●経営者がすぐれている
●優秀な人材が多い

●技術力がある
●研究開発力・
　商品開発力が旺盛

情報接触
（広告など）

18.28％

存在感
29.18％

安定感
33.46％

優秀性
12.68％

技術
開発力
38.43％

83.92％

株購入意識
65.1％

就職意識
76.08％

先進性

存在感

安定感

優秀性

技術
開発力

18.28％

29.18％

33.46％

12.68％

38.43％
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〒100-8066　東京都千代田区大手町 1-3-7 電話（03）3270-0251

〒541-8515　大阪市中央区高麗橋 1-4-2 電話（06）7639-7111

〒460-8366　名古屋市中区栄 4-16-33 電話（052）243-3371

〒812-8666　福岡市博多区博多駅東 2-16-1 電話（092）473-3381

〒060-8621　札幌市中央区北一条西 6-1-2 電話（011）281-7201

〒650-0011　神戸市中央区下山手通 7-1-24 電話（078）371-0496

〒604-0874　京都市中京区烏丸通竹屋町角 電話（075）241-4310

日本経済新聞社

東 京 本 社

大 阪 本 社

名古屋支社

西 部 支 社

札 幌 支 社

神 戸 支 社

京 都 支 社
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